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第69回 国連女性の地委員会（CSW）の概要
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会期：2025年3月11日〜22日
場所：国連本部（ニューヨーク）
テーマ：北京＋30レビュー（「北京宣言」と「行動綱領」が採択された
1995年の第4回世界女性会議から30年の節目）

各国の政府代表（副大統領、副首相、閣僚等）と市民社会団体等の代表
者ら約13,000人が参加。議長は、サウジアラビアのアルワシル大使。

国・地域・グローバルで事前に取りまとめられた報告をもとに、初
日に「政治宣言」が、最終日に「CSW複数年業務計画決議」が採択さ
れた。

日本政府代表団:
日本代表（英利アルフィヤ外務大臣政務官、大崎）、外務省、内閣府、
厚労省、文科省、国立女性教育会館(NWEC)、国際協力機構(JICA)、
NGO代表、ユース代表

Photo: UN Women

https://www.flickr.com/photos/unwomen/albums/72177720324452598/


第69回 国連女性の地位委員会 (CSW)

【テーマ】北京宣言と行動綱領及び第23回国連特別総会の成果の実施状況に関するレビューと評価

Photo: 外務省、UN Women
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https://www.mofa.go.jp/mofaj/press/release/pressit_000001_01891.html
https://www.flickr.com/photos/unwomen/albums/72177720324452598/


北京＋30レビュー：国連事務総長の報告書（E/CN.6/2025/3)

【進展の概要】

• 法制度改革、女性の政治参画の拡大

• 女子教育の普及、草の根の女性運動の強化

• ジェンダー視点の導入拡大

【依然として残る課題】

• 差別的な法的枠組み

• 複合的・交差的な形態の差別

• 労働市場での不平等、賃金格差

• ケア労働の集中と社会的評価の不足

• ジェンダーに基づく暴力の継続

• 無意識の偏見と制度的障壁

【現代における新たな脅威】

• デジタル空間でのハラスメントや暴力

• 気候変動や紛争による女性の脆弱性

• ジェンダー平等への社会的反発

• 民主主義の後退

【国連による提言】

• 意思決定への女性参画の確保

• ケア経済への制度的支援

• 若者・市民社会との連携強化

• 企業の役割と説明責任の明確化
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日本への示唆：北京＋30アジア太平洋閣僚級会合（2024年11月19日〜21日）
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国連機関を含む国際機関（議長サマリーより）

多様なステークホルダーによる国際協力の重要性を指摘

1. 食糧及び農業セクターの変革（リソース配分と意思決定へのアクセ
スの強化を通じて、持続可能でレジリエントな農村開発とビジネス
バリューチェーンを推進）

2. 高成長分野における質の高い仕事へのアクセスの強化（再生可能エ
ネルギー等）

3. 高齢化を踏まえたライフサイクルアプローチの採用。女性と少女、
特に高齢女性のレジリエンス、ウェルビーイング、経済参加の強化

4. 気候適応とケアエコノミーへの財政投資の拡大

グリーン・トランスフォーメーション
（GX）とデジタル・トランスフォー
メーション（DX）におけるジェン
ダー主流化
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